


関わり、核兵器のない世界の実現と維持は⼀国そして集団の安全保障上の
利益に資する。

• 核兵器の存在が全⼈類にもたらす危険性は⾮常に深刻であり、核兵器のな
い世界を実現するために直ちに⾏動を起こすことが必要である。これが、
いかなる状況下でも核兵器が再び使⽤されないことを保証する唯⼀の⽅法
である。我々には待っている余裕はない。

4. 我々は、核兵器の使⽤の威嚇と、ますます激しくなる核のレトリックを憂
慮し、それに失望している。我々は、核兵器のいかなる使⽤または使⽤の
威嚇も、国際連合憲章を含む国際法の違反であることを強調する。我々
は、明⽰的であろうと暗黙的であろうと、またいかなる状況下であろう
と、あらゆる核の威嚇を明確に⾮難する。

5. 核兵器は、平和と安全を維持するどころか、強制、脅迫、緊張の⾼まりに
つながる政策の道具として使われている。核抑⽌論は、核兵器が実際に使
⽤されるという威嚇、すなわち無数の⽣命、社会、国家を破壊し、地球規
模の壊滅的な結末をもたらす危険性に基づいており、その誤りをこれまで
以上に浮き彫りにするものである。我々は、核兵器が完全に廃絶されるま
で、すべての核武装国がいかなる状況下でも核兵器を使⽤し、使⽤の威嚇
をしないことを主張する。

6. 我々は、9か国が依然として約1万3000発の核兵器を保有し、核兵器の使⽤
や威嚇の根拠となる安全保障政策をとっていることに⼤きな懸念を抱いて
いる。これらの核兵器の多くは⾼度警戒態勢にあり、数分以内に発射でき
る状態にある。さらに我々は、⼀部の⾮核武装国が核抑⽌⼒を擁護し、核
兵器の継続的な保有を奨励し続けていることに懸念を抱いている。増⼤す
る不安定性と明⽩な紛争は、意図的であれ事故や誤算であれ、核兵器が使
⽤される危険性を⼤きく⾼めている。核兵器の存在は、すべての国家に共
通する安全保障を低下させ、脅かすものである。

7. このような恐ろしい危険性があるにもかかわらず、また、軍縮の法的義務
や政治的約束があるにもかかわらず、「核の傘」の下にある核武装国やそ
の同盟国のいずれも、核兵器への依存を減らすための真剣な措置をとって
いないことを、我々は残念に思い、深く憂慮している。それどころか、す
べての核武装国は、核兵器の維持、近代化、改良、拡⼤のために巨額の資
⾦を費やし、安全保障政策において核兵器をより重視し、その役割を増⼤
させている 。我々は、こうした不穏な動きを直ちに停⽌させることを強く
求める。我々は、 これらの資源を持続可能な開発のためにより良く活⽤で
きることを強調する。

8. このような状況において、TPNWはこれまで以上に必要とされてい
る。我々は、核兵器に汚名を着せ（stigmatiz ing）、脱正統化（de-
legitimizing）をさらに進め、核兵器に反対する強固な世界的規範を着実に
構築することを⽬指し、その実施を進めていくつもりである。

9. 我々は共に、この条約のメカニズムを発展させている。我々は、国内の義
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務を完全に果たしていく。我々は、国連、国際⾚⼗字・⾚新⽉運動、その
他の国際的および地域的機関、核兵器廃絶国際キャンペーンなどの⾮政府
組織、宗教指導者、国会議員、学者、先住⺠、核兵器使⽤の被害者（ヒバ
クシャ）や核実験の被害者、および⻘年グループとも協⼒する。我々は、
核軍縮を前進させるための彼らの貴重な貢献を認識し、それに感謝してい
る。我々は、今後も第⼀線の科学者の専⾨知識を活⽤し、影響を受けるコ
ミュニティと協議し、包括的に活動していく。

10. この条約の⼈道的精神は、核兵器の使⽤や実験によって引き起こされた被
害を是正することを⽬的とした積極的義務に反映されている。我々は、こ
の条約の積極的義務の履⾏を進めるために、締約国間の国際協⼒を強化す
る。我々は、核兵器の使⽤または実験の⽣存者に差別することなく、年齢
や性別に配慮した援助を提供し、環境汚染を是正するために、影響を受け
る地域社会と協⼒する。我々は、この条約の⾰新的なジェンダー規定を重
視し、核軍縮外交に男⼥が平等かつ完全で効果的に参加することの重要性
を強調する。

11. 我々は、すべての地域においてこの条約の構成国（membership）を増や
すよう努⼒する。我々は、この条約の普遍的な遵守とその完全な履⾏とい
う我々の⽬標を⽀持するために、公共の良⼼（public conscience）を⽤い
る。我々は、条約の⽬的と⽬標を達成するための我々の努⼒の指針として
我々が採択した⾏動計画を実施するために取り組む。我々は、この条約の
実施を検討するために定期的に会合を開き、この条約を強化し、核軍縮を
前進させるための追加的な措置を確認する。

12. 我々は、条約外の国とも協⼒する。核不拡散条約（NPT）を軍縮および不
拡散体制の礎⽯と認識し、それを損なう恐れのある威嚇や⾏動を遺憾とす
る。NPTの約束を完全に守る締約国として、我々は、本条約とNPT の補完
性を再確認する。我々は、核軍拡競争の停⽌および核軍縮に関連する必要
かつ効果的な措置として、核兵器の包括的な法的禁⽌を発効させることに
より、NPT第6条の実施を前進させたことを喜ばしく思う。我々は、全ての
NPT 締約国に対し、第6条の義務およびNPT再検討会議において合意され
た⾏動および約束を完全に実施するための努⼒を再活性化することを求め
る。我々は、共通の⽬的を達成するため、全てのNPT締約国と建設的に協
⼒するとの約束を改めて表明する。

13. 我々は、核軍縮に効果的に貢献できるあらゆる⼿段を引き続き⽀持する。
これには、包括的核実験禁⽌条約の発効に向けた努⼒、核兵器の使⽤およ
び使⽤の威嚇を軽減するための暫定措置、軍縮検証措置の更なる発展、消
極的安全保証の強化、核兵器およびその他の核爆発装置製造⽤の核分裂性
物質を禁⽌する法的⽂書が含まれる。我々は、⾮核兵器地帯との協⼒を継
続することを誓約し、TPNWの禁⽌事項、義務および⽬的が、これらの地
帯を設⽴する条約と完全に適合し、補完的であることを確認する。

14. 我々は、核軍縮の緊急性、核兵器の存在がもたらす⼈道上の結末と危険性
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（risk）に関する重要な証拠を、関連するすべての軍縮・不拡散プロセスに
おいて、そしてより広く世界の⼈々に対して、さらに強調することを誓約
する。このような結末を防ぐことは、核兵器のない世界を実現し維持する
ための我々の集団的努⼒の中⼼になければならない。

15. 我々は、すべての国が遅滞なくTPNWに参加することを強く求める。我々
は、このステップを踏む準備がまだできていない国に対して、核兵器のない
世界という我々の共通の⽬標を⽀援するために、我々と協⼒するよう強く訴
える。我々は、⼀部の核武装国が、⾮核武装国の条約への参加を阻⽌する⾏
動をとっていることを遺憾に思う。我々は、これらの国のエネルギーと資源
は、適切な形で核軍縮に向けた具体的な進展に向けるべきだと提案する。こ
のことは、本当の意味ですべての⼈にとっての持続可能な平和、安全、発展
に貢献する。我々は、そのような進歩を歓迎し、祝福する。

16. 我々は、この条約の⽬的を実現する上で、我々の前に横たわる課題と障害
について、何の幻想も抱いていない。しかし、我々は楽観と決意を持って
前に進む。核兵器がもたらす壊滅的な危険性（risks）に直⾯し、⼈類の⽣
存のためには、他の⾏動をとることはできない。我々は、すべて開かれた
道は進み、まだ閉ざされた道を開くために粘り強く取り組む。我々は、最
後の国がこの条約に参加し、最後の核弾頭が解体され、破壊され、地球上
から核兵器が完全に廃絶されるまで、休むことはない。

出典：核兵器廃絶日本NGO連絡会HP「速報版暫定⽇本語仮訳」（2022年7月22日修正）から
引用。仮訳は、河合公明、⼩倉康久による。(一部アルマナック編集部で修正)
https://nuclearabolitionjpn.wordpress.com/2022/06/24/tpnw-1msp-wien-report-
20220624/#more-4245
アクセス日：2023年4月11日
原文：国連文書 TPNW/MSP/2022/6 Annex I
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